
大学発アーバンイノベーション神戸
研究成果報告書

申請区分：一般助成型
課題番号：A24106

研究課題名： “神戸最後の前方後円墳”の実態解明と持続的保全・活用方法の
構築をめざした総合的研究

研究期間：2024年10月～2026年3月

交付決定額(研究期間全体)：2,400千円

研究代表者：神戸女子大学文学部史学科
准教授 齋藤 瑞穂



1. 研究成果の概要

●“神戸最後の前方後円墳”西区金棒池古墳の発掘調査を実施し，

次のことが明らかになった。

㋐造営年代：６世紀中頃

㋑墳長・形：約30m，前方部はややスリムである。

㋒特記事項：埴輪なし。検土棒を突き刺したかぎりでは，

石室構築部材にはあたらない＝現時点では木

棺直葬墳を想定。

●2024年度および2025年度の調査期間中には，地元の方を対

象とした現地説明会を実施。2か年とも多くの方に集まって

いただき，各調査の成果を報告した。地域の方々の関心は予

想以上に高く，貴重な歴史遺産の価値をシェアすることがで

きた。

●現在，調査成果の整理を進めている。発掘調査報告書を公刊

し，本古墳の重要性を学界・市民の双方と共有する。

後円部墳端・周溝

前方部南角の検出



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

学術的意義
金棒池古墳は，特定農業用ため池内に存する。古くから知られる

にも関わらず，池が水を湛えていた時代は古墳に近づくことさえ難

しく，手掛かりは唯一，神戸古代史研究会が報告した1973年測量図

のみであった。

本研究により，この古墳の規模・墳形・年代が解明された。した

がって，本研究の学術的意義は，1973年以来の停滞を打破し，東播

磨地方における６世紀首長墳の定点資料として，より高次の議論の

展開を可能にした点にある。また併行して実施した，宮内庁書陵部

所蔵資料の調査により，金棒池古墳の被葬者像を推測するてがかり

も得られており，本古墳を含めた神戸の歴史遺産に対するより一層

の関心と学術的利用が見込まれる。

社会的意義
基課題に引き続き，本研究においても，貴重な歴史遺産をサステナブルに守り継ぐ仕掛けの構築をめざし

てきた。幸いにも，地元古神地区の多くの方々が高い関心を寄せ続けてくれることで互いに教え合い，学び

合う関係をより強固にし，保存・活用の基盤を作ることができた

金棒池が水を湛えていた頃の金棒池古墳
（国土地理院撮影空中写真，昭和51年1月）



３. 研究開始当初の背景

金棒池古墳とは
金棒池古墳は西区神出町の特定農業用ため池内に所在する。明治

44年刊『西摂大観』に「雄子尾雌子尾両山の間に金棒池と称するあ

り，此池の塘に古墳あり，嘉永年間池塘修繕の際是を掘りしに，多

くの齋部土器及び曲玉管玉二寸許等を掘り出せり」の記述が見える

など早くから知られてきた。現在，宮内庁書陵部が所蔵する「明石

郡神出村大字小神字丸岡」の青銅鏡や玉類・装飾品等は，同古墳が

過去に破壊された際の出土品で間違いない。

金棒池古墳研究の課題
本研究の基課題は，2023年度に採択された「“神戸最後の前方後

円墳”の高精度３Dデジタル・アーカイブの構築とその戦略的活用」

である。そこでは，“最後の前方後円墳”・西区金棒池古墳の高精度

3Dデータの作成に成功し，標高値や墳丘の残存状況を克明に記録

することができた。

しかしながら，肝心な部分で課題を残す。地表面を詳細に観察し

ても前方部墳端を捉えることはできず，金棒池古墳本来の規模と墳

形を復原するまでには到らなかった。
齋藤・齋藤・鈴木・大久保・宅間（2025）

基課題での到達点



4. 研究の目的

目的１
基課題「“神戸最後の前方後円墳”の高精度３Dデジタル・アーカ

イブの構築とその戦略的活用」では，レーザー測量を併用したにも

関わらず，最後の前方後円墳・西区金棒池古墳の本来の規模と墳形

を復原することができなかった。本研究では発掘調査を実施して，

古墳に最小限度のメスを入れることにより，この未解決部分の解明

をめざす。

なお，本古墳の営造年代についてはこれまで，６世紀初頭説と，

６世紀中葉説との２案が提出されている。本研究では遺構にともな

う土器を検出して両案の点検を行い，年代を絞り込む。

目的２
貴重な歴史遺産を将来の神戸市民に受け継ぐには，金棒池古墳の

どの部分が古墳時代のまま残存し，どの部分が損傷しているかを明

確にされなければならない。本研究では損傷状況を詳細に記録して，

神戸市文化財課が今後の保護施策を検討するための基礎資料を提出

する。また，地元の方々に成果を還元して情報を共有し，サステナ

ブルな保存・活用の基盤を作る。

’2024 Tre.F：周溝検出

’2024 Tre.N：墳丘断面



５. 研究の方法

研究の体制整備

調査・研究を円滑かつ適切に遂行するため，研究代表者と神戸市

文化スポーツ局文化財課との間で調査研究に関する連携協定を結び，

かつ，神戸女子大学文学部と神戸市文化スポーツ局との間で調査研

究に関する覚書を締結する。

2024年度
１．本来の規模を解明するため，主軸にあわせて前方部墳端・後

円部墳端に1.5m幅のトレンチを設定する。

2025年度
２．本来の墳形を復原するため，くびれ部と前方部南角とに調査

区を設ける。

３．後円部北側の湮滅部分に調査区を設定し，過去の破壊時に散

逸した副葬品を回収する。

４．調査の際には，現地説明会を実施する。情報を共有し，地元

の歴史遺産を市民主体で継承していく道筋を作る。
’2025 Y区

’2025 A区



６. 研究成果（成果物）
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規模の判明
後円部中心を通過する軸線を取り，軸線上の後円部後端側にNト

レンチを，前方部前端側にFトレンチを設置した。

Fトレンチでは，後円部の墳端を検出するとともに，その東方で

7m幅の周溝を検出した。周溝内からは古墳時代の須恵器甕の胴部

片が出土している。

Nトレンチでは，前方部の墳端を検出するとともに，その西方で

5m幅の周溝を検出した。一部分，南に拡張したところ，設定した

軸線とほぼ直交するように周溝が延びていくことも併せて確認した。

両トレンチで検出した墳端-墳端間の距離は約30ｍを測る。

築造方法の判明
赤坂粘土層の地山を一部加工し，その上に２種の土を交互に盛っ

ていく様子がN・F両トレンチから検出された。の例である。

時期の推定
Nトレンチ周溝内の炭化物から年代測定を行った。結果は，424-

538calAD（2σ）で，５世紀中頃から６世紀中頃の範囲に収まる。

６. 研究成果（第１年次：2024年度）

Ｎトレンチ

Fトレンチ



６. 研究成果（第２年次：2025年度）

墳形の判明
後円部北側湮滅部分に設定したY区では，後円部をめぐる周溝が

検出された。

くびれ部に設定したA区では，墳裾と周溝が検出された。本区で

検出された周溝の幅は狭く，一定の幅で巡らないことが明らかと

なった。

前方部南角に設定したF区では，前方部の角を検出された。A区・

F区の墳裾の位置から，前方部の形状が判明した。

時期の判明と重要遺物
A区周溝内からMT85型式の須恵器蓋が検出されている。これに

より，本古墳の営造年代は，６世紀中葉であることが確定した。

また，鉄滓が採集されており，鉄滓供献古墳の一例とみられる。

自余
第２年次は，明治期に献納された宮内庁所蔵品の調査を宮内庁書

陵部にて実施した。装飾付須恵器の人物像が本古墳から出土してい

たことが新たに把握された。
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